
第 3回腎移植内科研究会 学術集会 2017
－プレリミナリープログラム－

【地下鉄】
・東京メトロ日比谷線築地駅下車
　（3,4 番出口）徒歩 5 分

・東京メトロ有楽町線新富町駅下車
　（6 番出口）徒歩 7 分

【バス】
・東 15 番̶東京駅八重洲口　
　深川車庫行　聖路加病院前下車

「腎移植内科研究会・学術集会 2017」を下記日程にて開催する運びとなりました。
本研究会は、腎移植の推進と成績向上のため、移植医療の啓発・移植後内科的合併症の予防と治療・
長期成績への影響因子の探索・ドナー管理などを、腎臓内科の観点から研鑽する場として 2015 年
より新たに発足し、学術集会を毎年開催する事となりました。
是非とも多数の方々の参加をお待ちしております。

腎移植内科研究会  第 3 回  会長
柴垣有吾（聖マリアンナ医科大学教授）

2017 年 9 月 9 日 ( 土）　
（第 1日目） 　　　　　　　

2017 年 9 月 10 日 ( 日 )　
（第 2日目目）

8：00　～　受付開始
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3,000 円 （年会費 2,000 円は別途）
＊9月 10 日 14:00 特別講演：日本臨床腎移植学会腎移植認定医制度更新の
　　　　　　　　　　　　　　ための 1単位が取得可能
聖路加国際大学
聖路加臨床学術センター　3階　3302 教室 　(140 名収容 )
〒104-0045 東京都中央区築地 3-6
TEL:03-3541-5151( 代表 )

日 　時

参加費

会 　場

15：00　～　受付開始
16：00　～　19：00
19：00　～　懇親会



よくわかるシリーズ①　（共催：ノバルティスファーマ株式会社）
司会： 谷澤 雅彦（聖マリアンナ医科大学　腎臓・高血圧内科）

16:05-16:35　『オプション提示、適応、術前精査』　
　　　　　　　　　辻田 誠（名古屋第二赤十字病院　移植内科） 

16:35-17:05　『腎移植外科手技と献腎移植について』　
　　　　　　　　　佐々木 秀郎（聖マリアンナ医科大学　腎泌尿器外科） 

17:05-17:35　『生体腎ドナーの適応、予後』　
　　　　　　　　　今井 直彦（川崎市立多摩病院　腎臓・高血圧内科 ）

よくわかるシリーズ②　（主催：腎移植内科研究会）
司会： 谷澤 雅彦（聖マリアンナ医科大学　腎臓・高血圧内科）

17:35-18:05　『拒絶・免疫抑制薬総論』　
　　　　　　　　　長谷川 正宇（聖マリアンナ医科大学　腎臓・高血圧内科）　

18:05-18:35　『移植腎機能障害の鑑別』　
　　　　　　　　　小口 英世（東邦大学大森病院 腎センター）

18:35-19:05　『再発腎炎』　
　　　　　　　　　祖父江 理（香川大学 循環器・腎臓・脳卒中内科）

9:05 ～ 10:00　セッション①　腎炎・移植腎生検
座長： 武田 朝美（名古屋第二赤十字病院 腎臓内科）

①-1：『定期移植腎生検に基づく潜在的拒絶反応への治療効果の検討』
　　　　　櫻林 啓（東邦大学医学部 腎臓学講座）

①-2：『De novo IgA 腎症治療後にMGPNの再発を認めた 1例』
　　　　　祖父江 理（香川大学医学部附属病院 腎臓内科）

①-3：『移植腎に発症した感染関連糸球体腎炎の一例』
　　　　　冨永 健太（東京医科大学八王子医療センター腎臓病センター腎臓内科・血液浄化療法室）

①-4：『生体腎移植後早期での再発が疑われた
　　　　proliferative glomerulonephritis with monoclonal IgG deposits (PGNMID)』
　　　　　勝野 敬之（名古屋大学大学院医学系研究科 腎臓内科）

2017 年 9 月 9日　プログラム概要

2017 年 9月 10 日　プログラム概要



①-5：『移植腎に発症しmycophenolate mofetil と二重濾過血漿交換が有用であった
　　　　膜性腎症の一例』
　　　　　太田 康介（独立行政法人国立病院機構岡山医療センター 腎臓内科）

10:00 ～ 10:55　 セッション②　システム・ドナー・術前評価 
座長： 森 典子（静岡県立総合病院 腎臓内科）

②-1：『糖尿病腎ドナーの腎予後』
　　　　　新里 高広（自治医科大学附属病院 腎臓外科）

②-2：『生体腎移植ドナーにおける血清尿酸値と腎内細小動脈病変の関係；
　　　　0時間生検を用いた検討』
　　　　　松隈 祐太（九州大学大学院 病態機能内科学）

②-3：『当院における腎代替療法選択外来の役割』
　　　　　永山 聖光（社会医療法人友愛会豊見城中央病院 腎臓内科）  

②-4：『当院腎臓内科から紹介した先行的腎移植症例の検討』
　　　　　島本 真実子（市立札幌病院 腎臓内科）

②-5：『Alport 症候群が原疾患と想定されていたレシピエントにおけるドナー選定を
　　　考慮した遺伝子診断によって BOR症候群と特定した一例』
　　　　　寺下 真帆（聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科）

11:00 ～ 11:55　 セッション③　合併症（CVD、移植腎機能障害、その他）
座長： 枡谷 耕介（福岡大学 腎臓・膠原病内科）

③-1：『生体腎移植直後に尿崩症が顕在化した汎下垂体機能低下症の一例』
　　　　　石井 龍太（筑波大学医学医療系腎臓内科）　　

③-2：『Coral reef aorta により腎機能悪化を来した腎移植後患者の 1例』
　　　　　能瀬 勇馬（一般財団法人住友病院腎センター）

③-3：『移植後 3ヶ月で腎機能低下を認めワーファリンによる薬剤性腎障害が疑われた 1例』
　　　　　矢野 景子（田附興風会医学研究所北野病院 腎泌尿器センター・腎臓内科）

③-4：『腎移植前後の心機能変化についての検討』
　　　　　川口 武彦（国立病院機構千葉東病院 腎臓内科）

③-5：『腎移植におけるシクロスポリン１日 2回内服から１日１回内服への切り替えに関する検討』
　　　　　南 真人（名古屋第二赤十字病院）　



13:00 ～ 13:55　 セッション④　合併症（感染症・悪性腫瘍）
座長： 後藤 憲彦（名古屋第二赤十字病院 移植・内分泌外科）

④-1：『脂腺癌に大腸がんを合併した生体腎移植レシピエントの一例』
　　　　　嵯峨崎 誠（東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科）

④-2：『腎移植後に自己腎の腎細胞がんを発症した一例』
　　　　　石井 太祐（聖路加国際病院 腎臓内科）

④-3：『当院における腎移植患者の悪性腫瘍発生状況・リスク・早期発見の取り組みについて』
　　　　　小口 英世（東邦大学医学部 腎臓学講座）

④-4：『蜂巣炎を契機に診断されたHelicobacter cinaedi 菌血症の腎移植患者 2例』
　　　　　遠山 由貴（熊本赤十字病院 総合診療科）

④-5：『Trichosporon asahi と多剤耐性緑膿菌という重症感染症同時罹患を生じた
　　　　腎移植患者の一例』
　　　　　宮内 隆政（聖路加国際病院 腎臓内科）

14:00 ～ 15:00　 特別講演

　　　『移植と感染症』
　　　　　岩田 健太郎先生（神戸大学）
　　　　　※この特別講演受講者は日本臨床腎移植学会の腎移植認定医の更新に必要な 1単位
　　　　　　（カテゴリー 5：免疫抑制）が取得できます。　
　　　　　　講演終了後、受講証明書を講演会場出口のところで配布いたします。

腎移植内科研究会 事務局　小口 英世、村松 真樹
東邦大学医学部腎臓学講座内
03-3762-4151　FAX　03-5471-3056
URL：　http://rtpa.jp/index.html


